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持込事前申請制度の導入に伴うごみ量の推計について 

※粗大ごみ以外のごみは、制度の導入によって持込量は 

減少するが、集積所（委託収集）に回るため、制度 

導入前後で変わらないものとする 

持込事前申請制度による抑制効果  
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 持込事前申請制度 

の抑制効果 

 
リサイクル施設のごみ量推計 

 
焼却施設のごみ量推計 
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持込事前申請制度導入後 
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目標

34,200トン

処理能力

35,560トン

7,685 

処理能力
4,250 トン 

4,050 

40,795 

ごみ量の将来推計 

目標 
34,200 トン 

37,944 

ごみ量の将来推計 持込事前申請制度導入後 
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処理能力
4,250 トン 

処理能力
35,560 トン 

 持込事前申請制度 

の抑制効果 

35 件 
260t/年 

10 件 

5 件 

3 件（※） 

5 件 

3 件 

※抑制分 
10 件(183ｔ) 

(
持
込
） 

(
委
託
） 

粗大ごみ 

30 件 

粗大ごみ 

51 件 

導入前（108 件/日） 
令和元年 10 月～令和 2 年 9 月 

までの平均値 

導入後（90 件/日） 
令和３年１０月～ 

粗大ごみ以外 

39 件 

粗大ごみ以外 

 
39 件   

 

 
30 件 

粗大ごみ 

粗大ごみ 

51 件  
66 件 

979t/年 

42 件 
461t/年 

30 件 
223t/年 

51 件 
759t/年 

42 件 
461t/年 

固定値 
1,019t/年 

 

安全面を考慮すると、 

1 件当たりの所要時間が

約 4 分～５分となるため 

 処理能力以下 

となる 

 対策が必要 

（資料 5) 


